
新農業委員・ 農地利用最適化推進委員の皆さ んです
〈 問い合わせ〉農政課 農業委員会事務局　 ☎09 67（ 6 7）27 07

　 7 月21 日に、 役場大会議室にて、 令和8 年度第1 回農業委員会総会が行われまし た。 総会に先立ち、 委員の

皆さ んへ太田村長から 任命書が交付さ れまし た。 7 月2 7 日には、 後藤泰治農業委員会会長より 農地利用最適化

推進委員へ委嘱状が交付さ れまし た。 今後、 農業委員 19 人と 農地利用最適化推進委員2 0 人の体制で 3 年間活

動さ れます。 農業委員、 および農地利用最適化推進委員は次の皆さ んです。（ 敬称略・ カ ッ コ 内は担当地区です）

　 こ の職責の重さ に身が引き締まる思いですが、 地域の農業発展

のため、 誠心誠意尽く し てまいり ます。 現在、 私たちの農業は、

高齢化や後継者不足、 資材価格の高騰など、 多く の厳し い課題に

直面し ており ます。 し かし 、 地域の貴重な財産である「 農地」を守

り 、 次世代へと 確実に引き継いでいく こ と こ そが、 私たち農業委

員会の重要な使命です。 新体制と なり まし た農業委員、 なら びに

農地利用最適化推進委員一同、 現場の声を大切にし ながら 、 遊休

農地の発生防止や担い手への農地集積に全力で取り 組んでまいり

ます。 活力ある豊かな農村を守るため、 皆さ んのより 一層のご指

導と ご鞭撻を賜り ますよう 、 心より お願い申し 上げます。
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